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の流動現象に関する一連の研究をまとめたものであり，序論，本文 4 章，および総括の 6 章で構成されている o




























ることによって自由表面形状がより安定すること， 2 mm x 2 mm程度の小さな中子でも整流効果があること，単相液体
では国液混合体ほど効果がないことを見出している。また，中子近傍におけるガスの巻き込み条件を調べ，本実験に
おける中子の整流子としての最適条件を明らかにしている o
(3)重力落とし込み鋳造を想定した実験を行い，単純矩形キャビティの場合と同様に，固相率の増加に伴い充てん中の
自由表面形状が単相液体に比べより安定することを見出している。また，高粘度単相液体の場合と異なり，固相率が
増加すると湯道を完全に満たした状態で充てんが行われ，ガスが残留する場合があることを見出している O
(4)以上のような固液混合体の流動を層流モデルに基づ、いた単相液体近似によって数値シミュレーションし，自由表面
の細かな波動の計算は困難であるものの，充てん過程の概略はシミュレーションできることを明らかにしている。
(5)連続鋳造などの製造過程で、凝固収縮によって生じる固液共存領域での流動を，回液混合体，及び塩化アンモニウム
水溶液を用いて人工的に液体を吸引するという新たな手法でシミュレーションし.従来固液共存領域における等軸晶
粒子のすべり機構で説明されている V 偏析が，国j夜共存領域における等軸晶粒子の再溶解によって形成されること
を明らかにしている。
以上のように，本論文では固体粒子一水混合体，ならびに塩化アンモニウム水溶液を用いて，固液混合体の流動に
ついて調べ，自由表面形状安定性，固体粒子濃度分布， V 偏析生成機構に関する新しい知見を得ており，材料工学，
とくに鋳造工学の分野に貢献するところが大きし」よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める o
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